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    * 情報教育が目指すもの 
    * 高等教育におけるこれからの情報教育のあり方 
    * 高校教科「情報」の教育手法と今後の展開 
    * 小・中学校における情報教育の現状 
    * 専門学校・各種学校・学習塾・企業などにおける情報教育 
    * 幼児および小学校から大学までを含む情報教育の連携と支援 
    * 情報教育教材およびツールの設計や評価 




・セッション 1 技術科教育・プログラミング教育 
・招待講演「スーパークリエータは生えてくるのか, 育ってくるのか？」竹内郁雄 
・セッション 2 コラボレーション・協調学習 
・セッション 3 高校・高専の情報教育 
・セッション 4 大学における情報教育 
・セッション 5 メディアを活用した教育 
・セッション 6 情報教育のためのツールとその活用 
・パネルディスカッション 普通教科「情報」と大学入試 
論点： 大学入試に「情報」を取り入れることの適否  
       「情報」入試に対する期待，疑問，批判  
       大学，高校に望むこと  
       「情報」入試に対する高校側からの要望  
       「情報」教育に対する大学側からの要望  
       「情報」入試の今後の動向  
       「情報」入試に対する反応  
・デモンストレーションとポスタ発表  
・セッション 7 専門のための情報教育 





・講 師：電気通信大学大学院 竹内 郁雄 教授 
・講演題目「スーパークリエータは生えてくるのか, 育ってくるのか？」 
  プログラムの中に、竹内先生は、概要の中で、次のように書いておられる。 
・概 要  















































































 2.1 問題解決の方法論  
1.1 情報の概念 2.2 コンピュータのしくみ  
1.2 情報の収集・整理 2.3 情報通信ネットワーク 3.1 情報伝達の多様化と社会の変化 





1.5 情報の管理とセキュリティ 2.6 セキュリティを守る技術 3.4 情報社会における個人の役割と責任
































  コンテンツの種類 学校／学科 章 




3 Ｋ高専／全学科 第 1章 、第 2章 、第３章 
4 
教科書 
演習問題解答例 Ｍ高専／電子情報工学科 第 3章 




7 Ｇ高校 第 1章＊（情報Ａ) 
8 Ｋ高専／全学科 第 1章＊、第 2章＊、第３章＊ 
9 Ｈ高専／電気工学科 第 1章＊、第 2章＊、第３章＊ 
10 Ｉ高専／機械工学科 第 1章＊、第 2章＊、第３章＊ 
11 Ｊ高専／全学科 第２章＊ 




Ｍ高専／電気工学科 第 1章、第 2章 
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７．おわりに 
 自動車メーカのリコール隠し、偽札事件、振込み詐欺事件、・・・など枚挙に暇がないくら
いの「情報」に関係して起こっている身近な出来事を通して、否が応でも「私たちは、高度
情報化社会が進展の真っ只中に放り込まれてしまっている」ことを、痛感している。したが
って、「情報」に関わる教育が重要であることを認識している。しかし、その教育をどうして
いくかは、議論が収束していない。この報告をもとに、福井高専でも「情報教育」に関する
議論が沸騰することを望みたい。 
